
横浜グリーンエクスポにおける
グリーンテックプロジェクトについて

令和８年10月21日
国土交通省 都市局



位置付け
• 最上位の国際園芸博覧会（A1）

テーマ・開催意義・キーワード
・ テーマ:「幸せを創る明日の風景」
・ 地球課題の解決にチャレンジし、新たなグリーン社
会の姿を世界に発信

正式略称:GREEN×EXPO 2027（グリーンエクスポ ニーゼロニーナナ）
開催場所:神奈川県横浜市（旧上瀬谷通信施設の一部）
開催期間:2027年3月19日～9月26日（192日間）
有料来場者数:1,000万人以上
開催者 :公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会

（会⾧:筒井 義信＜経団連会⾧＞）

会場位置図

※ A1は、我が国では1990年の国際花と緑の博覧会（大阪市）以来、37年ぶり

横浜グリーンエクスポ（2027年国際園芸博覧会）概要

事業費
会場建設費:最大417億円
運 営 費: 536億円
入場券価格

大人・1日券 5,500円（前売チケット 4,900円）
小人・1日券 1,500円（前売チケット 1,400円）※税込み

以下に加えて、通期パス、夏パス、夜間券などを用意

• 国際博覧会条約に基づく国際博覧会（認定博）
※ AIPH（国際園芸家協会）承認＋BIE（博覧会国際事務局）認定

近傍４駅よりシャトルバスアクセス(約10~20分)
会場隣接駐車場、パークアンドライド駐車場あり

詳細はこちらから

※9/18から来場日時予約を開始。 2



会場計画

和泉川通り 

キッズ通り 
イベントプラザ 
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テーマ館 
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UR  GREEN TABLE 

和泉川 
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フィールド 
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マクニカ グリーンテック メッセ 

鹿島建設 KAJIMA TREE 

テーマ館「ねっこ」 
俯瞰イメージ 

園芸文化館「いろはにわ」 
俯瞰イメージ 

明治グループ 
「ORAGA VILLAGE 未来のふるさと」 

null４イメージ 
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出展イメージ（日本政府苑／主催者展示／Village出展）

ＫＴグループ

NTT東日本 株式会社

三菱国際園芸博覧会総合委員会

必要な時に必要な場所へ「くるまたち」が 「エネルギー」を運び、
皆さまを笑顔にします。

NTT東日本は「産業・自然・文化」が調和し、 幸せがめぐる
“Well-beingな社会“を体験型で表現いたします。

幸せな明日に向けて、「自然と人、社会との共生」の重要性を楽しみ
ながら再確認して、みんなで取り組むきっかけに繋がるような展示を目
指します!

KTグループ

株式会社大林組

©三菱国際園芸博覧会総合委員会

株式会社 大林組

大林グループが目指す「地球・社会・人」の調和した世界観を、
是非体感しに来てください。

鹿島建設 株式会社

「（仮称）KAJIMA TREE」。それは自然と人の明日の物語。大
阪・関西万博の大屋根リングの木材※が、先端技術により新たな命
を吹き込まれ、GREEN×EXPOのシンボルとして生まれ変わります。

東邦レオ 株式会社

ノモの国を「STUDIO」として再生します。循環から生まれる新しい
体験を感じてください。

竹中グループ

脱炭素、資源循環、自然共生を調和させ、地球の恵みを回復・再
生し、創造性豊かに暮らす社会を目指します。

住友林業 株式会社

1691年の創業以来、森や木、植物と歩んできた住友林業ならではの
展示・体験を提供します。

提供：鹿島建設株式会社

©竹中工務店

「複数の空間をつなぐ2階デッキスペース」
住友林業株式会社

■主催者展示（グリーンエクスポ協会による出展）

「全ての生命はつながっている。植物を中心に」をテーマに、植物たちの知られざる能
力と、生命同士の複雑で巧妙なつながりを「映像技術＆研究結果」×「アート＆エン
ターテイメント」の掛け算により、感動とともに届けていく。

江戸時代に発展した園芸文化を「知り・感じ・未来へとつなぐ」をコンセプトとした
施設。江戸の植木屋・花屋敷の再現空間や日本と海外の園芸植物のつながりに関する
映像シアター、伝統的園芸植物の生体展示など、日本の園芸文化を楽しみながら体感。

■日本政府苑（国土交通省・農林水産省による出展）

テーマ館

園芸文化展示

■Village出展（概要公表済のもの）

「日本の自然観を再考し、未来へ進む」というコンセプトの下、
・日本に受け継がれてきた自然観や、文化・芸術、里山の風景を表現
・日本で育まれた知恵が環境・社会課題の解決の糸口となることを提示

令和日本の庭

宮内庁所蔵の盆栽の展示
里山の景と調和した建築
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© Yuko Nagayama & Associates / TOHO-LEO Co.

NTT東日本

大林組



環境を巡る国際的な潮流

●カーボンニュートラル
• パリ協定2030年目標

●ネイチャーポジティブ
• 自然の損失を2030年までに反転
• 陸域/海域の30％を保全

●ＳＤＧｓ
• 17目標を2030年までに達成

●サーキュラーエコノミー
• 循環経済関連ビジネス市場規模

を80兆円以上(2030)

花き・樹木・造園技術等
を国際的に紹介・評価し、
園芸産業の発展を促進

みんなが「楽しめる万博」へ

博覧会を契機とした
まちづくり、社会課題への貢献

社会の健康と福祉、
環境の向上を図るための

植物利用の促進

グリーン技術の産業見本市

出典:完全密閉型植物工場技
術「Culture Machine」
（株）プランテックスHP

日本らしい文化や
ライフスタイルの発信

触れる

1948 国際園芸家協会(AIPH)設立
1990 大阪花博

1993 IGA -都市と自然-
1999 昆明博-人間と自然- など

2015 AIPH規則変更

これまでの
国際園芸博覧会

横浜グリーンエクスポが
目指す姿

横浜グリーンエクスポが目指す姿



（参考）「骨太の方針」等における園芸博関連の記載

○ 経済財政運営と改革の基本方針2026（令和８年７月21日閣議決定）（抄）
第２章 日本の成長力強化と安全・安心の確保
１．「強い経済」の実現
（３）強い地域経済の構築 （「地域未来戦略」の推進等）
（前略）横浜グリーンエクスポの成功に、官民が緊密に連携したオールジャパン体制で万全を期すとともに、グ
リーン技術の産業見本市とする。その開催を契機とし、自然と共生し、持続可能な社会の日本モデルを提示する。

○ 日本成長戦略（令和８年７月21日閣議決定）（抄）
Ⅲ．８つの分野横断的な課題の解決
１．新技術立国・競争力強化
（２）対応の方向性 ③講ずるべき施策パッケージ
ⅲ）新技術立国の実現とグローバル市場の獲得・経済安全保障の強化
ⅲ－２）グローバル市場の獲得・経済安全保障の強化
（グローバル市場の獲得）
（前略）さらに、横浜グリーンエクスポを、グリーン技術の産業見本市とする。（後略）

○第81回国連総会における高市内閣総理大臣による一般討論演説（令和８年９月22日）（抄）
（前略）今を生きる人々の命と未来を生きる人々の命を守るため、全ての国が、地球温暖化対策に真剣に取

り組む必要があります。私は、気候変動対策と経済成長は両立できると信じています。日本はこれまで、グ
リーン鉄を始めとした生産・技術基盤の構築、世界最高効率のガス火力発電の活用、更には省エネ型データセ
ンターの普及など、日本の技術力を生かし、２０５０年のネット・ゼロを目指して、グリーン・トランス
フォーメーション（GX）の取組を進めています。（中略）
まさに来年、グリーン技術の産業見本市であり、持続可能な開発の在り方にも焦点を当てる２０２７年国際

園芸博覧会を横浜で開催します。是非多くの方にお越しいただきたいと願っています。（後略）
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○第222回国会における高市内閣総理大臣所信表明演説（令和８年10月５日）（抄）
（前略）２０２７年国際園芸博覧会は、日本の魅力を世界に届ける絶好の機会です。花や緑、食と農の魅力

はもちろんのこと、脱炭素など地球環境の課題解決に資する優れた国内技術も、世界に発信していきます。
（後略）



グリーンテックプロジェクトのコンセプト

・脱炭素・循環経済や生物多様性回復などのグリーンテックにより実現される「未来のあるべき姿」を国内外に広く発信することで、
我が国のグリーンテックに対する興味・関心、さらには将来にわたる需要拡大を期する。

・特に、「グリーンテック集中見本市」は、出展企業以外の幅広い企業からの技術の発信、ビジネスマッチングのための場とする。
・これらによって、「日本成⾧戦略」に基づく17の戦略分野を中心に、我が国のグリーンテックに対する持続的なニーズの拡大、産
業競争力の強化を図り、「強い経済」の構築を目指す。

17の戦略分野
（主な関連分野）

地球規模の環境課題

カーボン
ニュートラル

ネイチャー
ポジティブ

サーキュラー
エコノミー

2040年度までに
官民投資累計
370兆円超
への貢献

「強い経済」
の構築

グリーンテックによる「強い経済」の構築 ～未来の暮らしを支えるグリーン産業の創出～

航空・宇宙

マテリアル

合成生物学・バイオ

資源・エネルギー安全保障・GX

フュージョンエネルギー

防災・国土強靱化

フードテック

持続的な
ニーズの
拡大

産業
競争力の
強化
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展示予定の優れたグリーン技術の中から、総理表敬の際にデモンストレーション。
出展が決まった環境技術の概要や経済効果等を統一様式で作成し、リストを随時更新。

グリーンテックプロジェクトの概要

3月
～6月

7月

8月
～9月

集中見本市

■会場（イメージ図）

グリーンテックについて、特⾧や効果等をとりまとめ、一覧性をもって発信。
来場者が会場内を巡ってグリーンテックを楽しく周遊し、学べる仕組みを導入。

各府省庁や協賛者による展示・イベント

マクニカ グリーンテック
メッセ

②パビリオン、展示等でのグリーンテック発信

③集中見本市

各府省庁や協賛者による展示・イベント日本政府苑

ブース出展イメージ 技術発表イメージ

○各府省庁の展示・イベント○出展企業等の展示等

資材再利用率99%の
パビリオン(竹中工務店)

水素調理レストラン
（サントリー）

水素week（仮称）暑熱緩和効果のある草屋根 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ発見・体感ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ完全閉鎖型植物工場

グリーン社会を実現する
最新ﾃｸﾉﾛｼﾞｰと出会う

自然と共生する日本の
伝統的なものづくり

食と農を通じたWell-being追求

子どもたちが楽
しく自然と世界
を学べる場

自然と人の共
存する暮らし
の再発見

①開幕前の技術実演（デモ）

7月中、ﾏｸﾆｶ ｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸ ﾒｯｾにおいて、集中見本市
を開催。企業等から有望技術を公募し、ブース出展、
技術発表、ビジネスマッチング等の機会を提供。

(日本政府苑) （ﾏｸﾆｶ ｸﾞﾘｰﾝﾃｯｸ ﾒｯｾ） (仮称)（会場内）
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４月２８日（火）、グリーンエクスポ協会筒井会⾧らが、総理官邸において高市総理を表敬。
筒井会⾧から、高市総理に対し博覧会の名誉会⾧への御就任を要請し、総理は快諾。

【表敬者】
・筒井義信会⾧（GREEN×EXPO協会・経団連） ・蜷川実花さん（公式クリエイター） ・トゥンクトゥンク（公式マスコットキャラクター）
・日本政府苑「高校生未来咲きガーデンプロジェクト」参加高校（５校）からの代表者各２名 など
（木原官房⾧官、金子国交大臣、鈴木農水大臣 同席）

【発言要旨】

○筒井会⾧
• 協会として、日本企業が持つ最先端の「グリーン技術」の展示にも一層力を入れる。
• 今後、エクスポで展示することが見込まれる有望なグリーン技術を何度か総理にも直接
ご覧に入れたい。
• 高市総理に、博覧会の名誉会⾧に御就任いただき、グリーン投資をはじめ、エクスポ
全体の牽引役になっていただきたい。

○高市総理
• 「みんなが楽しめる」万博であると同時に、「グリーン技術の産業見本市」にしていきたい。
• 素晴らしい「グリーン技術の種」を発掘し、世界の舞台に押し上げていく機会にしたい。こ
れが、日本経済の成⾧のスイッチを押す一つの機会になる。
• 名誉会⾧就任の要請は、謹んでお受けする。

○蜷川実花さん
• 3年前に公式クリエイターに就任した。花の写真を使ったポスターや、その写真を使ったラッ
ピングバスが横浜を走っている。 1,000万株の花が植えられると聞き、何度も撮りに行き
たいと思っている。私自身もいくつか作品を発表予定であり、楽しみにしていてほしい。

○高校生
• 企画検討中のガーデンの特色について各校代表者から発言。

【参考】グリーンエクスポ協会筒井会⾧らによる高市総理表敬（令和８年４月28日）
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【参考】グリーンテックプロジェクトに係る高市総理表敬・技術デモ（令和８年９月28日）

９月２８日（月）、グリーンエクスポ協会筒井会⾧らが、総理官邸において高市総理を表敬。
グリーンテック集中見本市に出展予定３者による技術デモンストレーションを実施。

【表敬者】 ・筒井義信会⾧（GREEN×EXPO協会・経団連） ・玉倉 大次氏（㈱ピエクレックス 代表取締役社⾧）
・ウー ラダー氏（国研 物質・材料研究機構 主任研究員、㈱Thermalytica 創業者兼CTO）
・山田 竜彦氏（国研 森林研究・整備機構 森林総合研究所 上席研究員、㈱木質素研究所 取締役CTO）

（木原官房⾧官、井林国交大臣、簗農水大臣 同席）

【発言要旨】
○筒井会⾧
•去る４月に表敬した際、総理から、横浜グリーンエクスポで「グリーン技術の種」を発掘し、世界の舞台に押し上げていく機会としたいと
の力強いお言葉をいただいた。骨太方針2026や日本成⾧戦略にも盛り込んでいただき、大変ありがたい。
•会期中を通じてグリーン技術を体験できるパビリオンに加えて、７月に「集中見本市」を開催すべく準備をしている。
•市場の創出・拡大の可能性を大きく秘め、日本成⾧戦略の実現にも貢献する最先端のグリーンテックを３つ選び、直接ご覧いただく。
•国内にはまだまだ多くの有望なグリーンテックが眠っており、明日から、幅広い企業を対象に、 技術出展の公募を行う。
•官民連携して、有望なグリーンテックを発掘し、 きらりと光るものを厳選して、 再度、総理に直接ご覧に入れたい。

○高市総理
•披露いただいた技術は、様々な社会課題を解決すると同時に、価格競争力も期待できる技術であり、まさに成⾧の原動力となるもの。
•横浜グリーンエクスポが、みんなが楽しめる万博であると同時に、こういう先端技術の産業見本市としても成功させたいと強く思っている。
•またキラリと光る技術を筒井会⾧に持ってきていただくのを楽しみにしている。
•成⾧につながるグリーン技術がこれから数多く披露されていくように願っており、政府としても後押しをしていきたい。
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【参考】官邸におけるグリーンテックのSNS発信
※リポスト数等:10/5時点

（略）

（略）

（略）

（略）

（略）

リポスト399、いいね3.4千、
インプレッション8.2万

リポスト879、いいね8.4千、
インプレッション29.7万
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戦略17分野：合成生物学・バイオ

③国際情勢に左右されるナフサ由来のプ
ラスチックを減らし、国産スギで代替、

経済安全保障、林業再生といった社会
課題に寄与する革新素材
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＋

②超断熱・軽量性を兼ね備えた世界
初の素材によって、幅広い分野で遮熱、省エネ

効率向上、熱損失の削減を図り、「地球沸騰
化」の課題解決の切り札になるシステム

戦略17分野：マテリアル/GX

①石油由来のポリエステルを代替する有機バイオ
繊維によって、アパレル産業の大量生産・
大量廃棄という社会課題を解決し、サステナ
ブルに革新するシステム

戦略17分野：合成生物学・バイオ

【参考】総理表敬で披露したグリーンテック（令和８年９月28日）



グリーンテック集中見本市 概要

ブースイメージマクニカ グリーンテック メッセ

会期:令和９年６月30日（水）～７月27日（火）10:00～17:00
※会期を原則４日毎の展示クールに区分し、展示内容の入れ替えを予定

会場:横浜グリーンエクスポ会場内 マクニカ グリーンテック メッセ
主催:国土交通省・農林水産省
共催:内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局、総務省、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、環境

省、（公社）2027年国際園芸博覧会協会、（一社）日本経済団体連合会、（公社）経済同友
会、経団連自然保護協議会、（一社）スタートアップエコシステム協会、（一社）スタートアップスタジオ
協会、（一社）インパクトスタートアップ協会、（一社）スタートアップ協会、日本経済新聞社
※今後変更がある場合、随時HP上に掲載します。

開催概要（予定）

13

会場全体図
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「グリーンテックプロジェクト集中見本市」 公募要領概要

■募集内容
・カーボンニュートラル、サーキュラーエコノミー、ネイチャーポジ
ティブの実現と、日本成⾧戦略による官民投資の拡大に寄
与する優れた技術、製品、サービスその他の取組の展示

※実証段階から社会実装初期段階にあるものを優先して選定する

※展示内容は、技術のデモンストレーション、模型、映像等を含むものと
し、パネル、ポスター等の掲示のみで構成される展示は対象外とする。

■対象団体
・民間企業、スタートアップ、大学、研究機関等
※同一主体による複数応募及び複数主体による共同応募も可能。

■スケジュール（想定）
・事前周知 令和８年９月18日【済】
・募集 令和８年９月29日～11月13日
・審査 令和８年11月中旬～12月下旬
・選定・公表 令和８年12月下旬
・調整・PR 令和９年１～６月
・展示 令和９年７月

■出展者の費用負担
・出展料あり（20万円/小間）
・展示制作費、搬出入費等は出展者負担

■審査の方法
有識者による書類審査

■審査の観点

・先進性・新規性:既存の取組と比較して優位性や独自性があ
るか。（先進的な技術だけでなく、既存技術の組み合わせに独
自性がある場合も含む）

・技術的実現可能性:技術として実用化に向けた見通しが立っ
ているか。

・社会課題解決への貢献性:社会課題（カーボンニュートラル、サー
キュラーエコノミー、ネイチャーポジティブ等）の解決に寄与する可能性があ
るか。

・社会実装の展望:想定される用途やニーズが明確で、将来的
な社会実装が期待できるか。また、実証段階から社会実装初期
段階にある取組であるか。今後、市場創出・拡大が期待される
取組であるか。将来的に、既存技術との比較において、価格競
争力がありうるか。

・テーマとの整合性:横浜グリーンエクスポのテーマ・サブテーマに
合致しているか。

・17の戦略分野との関連性:日本成⾧戦略の17の戦略分野
（主な関連分野:航空・宇宙、マテリアル、合成生物学・バイオ、資源・エネル
ギー安全保障・GX、フュージョンエネルギー、防災・国土強靱化、フードテック）と
関連するか。

・展示内容の魅力・発信力:取組の内容、社会的意義等を一
般来場者にも分かりやすく効果的に発信できるものとなっているか。

※公募要領、申請様式等の詳細は、下記をご参照ください。https://www.mlit.go.jp/toshi/park/greentech.html
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出展メリット

①技術を世界へ発信する

横浜グリーンエクスポという国内外から多くの来場
者が集まる場※を活用して発信できます。国による
情報発信を通じて、技術の認知度・ブランド力の向
上が期待できます。※エクスポの会期中（R9.3.19～9.26）
に有料来場者数1,000万人以上（想定）

③技術の魅力を直接伝える

実機展示のほか、試食・試飲を活用した体験展
示など、技術の特⾧や価値を来場者に直接体感し
てもらう展示が可能です。

②客観的な評価で技術の信頼を高める

技術の先進性や社会実装の展望等を有識者が
審査し、グリーン社会の実現に貢献する技術として
選定されることで、信頼性の向上が期待できます。

④プロトタイプを社会実装へつなげる

企業、自治体、研究機関、投資家等とのビジネス
マッチングが促進され、技術導入、共同研究、事業
提携、資金調達など、プロトタイプの社会実装につ
ながる機会が期待できます。

国内外の認知向上 ブランド力の向上 有識者審査 技術の信頼性向上

見て触れて体験できる 試食試飲で魅力体感 企業・自治体等と
マッチング 資金調達の機会



【参考】会場平面図イメージ

③コミュニケーションスペース
展示だけでなく、その場で意見交換等が可能。

①ブース出展

最先端のグリーンテックが集結。
多様な来場者に向けて技術の魅力を発信。

※展示期間は、４日間を１クール（搬入出を含む）とし、
計７クールを予定。

※展示スペースは、延べ100小間程度を予定。

②ステージ
技術や取組を直接アピールできる発表ステージを設置。

集中見本市
会場

（約450㎡）

協賛社
常設展示

16

コミュニケーション
スペース

協賛社
常設展示

メッセ
入口

出口
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【参考】ブース立面図イメージ

１
小
間

２
小
間

３
小
間



【参考】出展条件（費用負担、運営要件）
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＜展示に係る費用負担＞

○ 出展料の他、展示物の制作、現地への資材の持ち込み・配置・撤去、展示に伴う人員配置など、展示に係る諸経費は原則出展者の負担とします（出
展予定者に対してはサプライヤーリストを提供させていただきます）。

○ 電気は標準提供の範囲内に限り無償とし（１小間当たり1kWまで）、これを超える使用又は追加設備・工事等に要する費用は出展者の負担とします。

○ 別途、調整・検討中のメディアとタイアップした関連企画等については、出展者の希望を踏まえ、希望者にご負担いただくことにより実施することがあります。

＜展示運営に係る主な要件＞

○ 国内外からの来場者へ情報発信するため、展示物については、日本語と英語の二言語表記が必要です（完全な対訳である必要はありませんが、少なくと
も概要は英語表記とする必要があります）。

○ 展示期間中は展示内容の説明を行う人員の配置を必須とします。なお、人員については、日本語による対応を基本とし、英語対応は任意とします。

○ 展示スペースは、原則として１小間（幅約３ｍ、奥行き約３ｍ、高さ約２．４ｍ）に収まるものとします（高さ約２．４ｍを超える場合は要協議）。
ただし、展示物の内容・規模等により必要と認められる場合は、原則として連続する２小間又は３小間の使用を認めることがあります。会場平面図及び
ブース立面図イメージは、別紙のとおりです。

○ 展示物の展示及び実演に伴う動作範囲は、割り当てられた展示スペース内に収まるものとします。また、搬入口は幅約３．３ｍ、高さ約２．７ｍを予定
しているため、展示計画に当たって考慮してください。

○ 展示物等の設置に当たっては、施設の床耐荷重（1㎡当たり350kg）を超えないものとし、重量物については必要に応じて荷重分散措置を講じてください。

○ 床面・壁面へのアンカー打設はできないため、展示物・施工物は、自立式とするなど、施設を損傷しない方法で設置してください。

○ 展示期間は、原則１クール（原則４日間、搬出入を含む）とします。ただし、展示物の内容・規模等により必要と認められる場合は、連続する複数クー
ルの使用を認めることがあります。

○ 展示スペース及び展示期間については、それぞれ連続する複数応募時に希望を受け付けますが、応募状況、展示構成その他運営上の都合により、事務
局において最終的に決定するものとし、希望に沿えない場合があります。

○ 出展者は、会場内に設置するステージを活用した技術発表等を実施することができます。詳細は、出展者に対して別途ご案内します。

○ ドローン、刀剣類などの危険物、スモークマシンなどの特殊効果機材、動物、火気類、バルーンは使用できません。

○ その他展示に際しては、本公募要領のほか、公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会が定める催事施設利用ガイド、その他事務局より出展者へ提
供するガイドライン（仮称）等に従ってください。なお、これらの規則等は今後追加変更される場合があります。

○ １つの展示ブースで、関連する複数の技術、製品、サービスその他の取組を展示することは可能です。その場合、企画提案書（様式２）における技術の
概要については、代表となる技術、製品、サービスその他の取組１件を選定の上、その内容を記載してください。



（様式２）

（１）技術名称

※本技術が解決を目指す社会課題を選択してください。該当する項目は□を■にしてください（複数選択可）。

□カーボンニュートラル □サーキュラーエコノミー □ネイチャーポジティブ
（２）解決を目指す

社会課題

※技術のアピールポイントを分かりやすく記載してください。

（３）技術概要
（300字程度）

（４）技術イメージ

• グレー文字は記載例・注意事項です。提出時には削除してください。
• 合計６ページ以内に収まるように作成してください。

※１つの展示ブースで、関連する複数の技術、製品、サービスその他の取組を展示することは可能です。
（１）～（５）については、代表となる技術、製品、サービスその他の取組１件を選定の上、その内容を記載してください。
なお、（６）～（８）については、展示ブース全体に関する内容を記載してください。

技術内容イメージ画像、図等 技術内容イメージ画像、図等
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（様式２）

※既存技術と比較した際の優位性、独自性等を記載してください。
① 先進性・新規性
（100字程度）

（５）
技術の
詳細
説明

※実証実績、実用化の見通し等を記載してください。
② 技術的実現可能性
（100字程度）

※どのような社会課題に対し、どのように貢献するか記載してください。③ 社会課題解決への
貢献性

（100字程度）
※技術フェーズ（実証段階から社会実装初期段階）、今後想定される導入先・用途など社会実装の見通しや、2030年・2040年に
おける想定される市場規模（ドル建ての場合は1ドル＝150円で換算円換算）について記載してください。④ 社会実装の展望

（100字程度）

※GREEN×EXPO 2027のテーマ「幸せを創る明日の風景」及びサブテーマ「自然との調和」「緑や農による共存」「新産業の創出」「連
携による解決」との関係を記載してください。
※参考:https://expo2027yokohama.or.jp/about/overview/

⑤ テーマとの整合性
（100字程度）

※関連する戦略分野の□を■にし、当該分野との関連性について記載してください（複数選択可）。
※参考:https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/nipponseichosenryaku/index.html 

⑥ 17の戦略分野との
関連性

（各50字程度）

(理由) ・・・□ 航空・宇宙
(理由) ・・・□ マテリアル
(理由) ・・・□ 合成生物学・バイオ
(理由) ・・・□ 資源・エネルギー安全保障・GX
(理由) ・・・□ フュージョンエネルギー
(理由) ・・・□ 防災・国土強靭化
(理由) ・・・□ フードテック
(理由) ・・・□ その他（ ）

※展示手法、一般来場者にも分かりやすく伝えるための工夫等を記載してください。
⑦ 展示内容の魅力・

発信力
（100字程度）

• グレー文字は記載例・注意事項です。提出時には削除してください。
• 合計６ページ以内に収まるように作成してください。
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（様式２）

（６）展示名称

※来場者に展示する内容・展示方法（模型、映像等）を記載してください。

（７）展示内容の概要
（100字程度）

（８）展示イメージ 展示内容イメージ画像、図等 展示内容イメージ画像、図等

• グレー文字は記載例・注意事項です。提出時には削除してください。
• 合計６ページ以内に収まるように作成してください。
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（その他参考情報があれば使用してください。
その際、文字サイズは11pt以上としてください。）

（様式２） • グレー文字は記載例・注意事項です。提出時には削除してください。
• 合計６ページ以内に収まるように作成してください。
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■公募に関するご不明な点がございましたら、お気軽にお問合せください。
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問い合わせ先

＜質問及び応募書類の提出先＞

グリーンテック集中見本市事務局（国土交通省・業務受託者（株式会社電通））
E-mail: hqt-greentech@gxb.mlit.go.jp

＜お問合せ先＞
国土交通省２０２７年国際園芸博覧会開催準備室
電話 :03-5253-8111（内線33334）
農林水産省農産局園芸作物課GREEN×EXPO 2027担当室
電話 :03-3502-8111（内線4827）


